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熊本市 経済観光局 産業振興課

起業・新産業支援室

熊本市における創業支援の取組
～熊本市として目指す姿～
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創業支援策強化にあたっての考え方

（本市における重点テーマ）

２

熊本市の創業支援について

既存の市場をベースと

し、安定的かつ持続的

な事業成長を目指して

行う事業

これまで：スモールビジネス

中心の創業支援

➢熊本市創業支援等事業計

画を策定し、市内関係者と

創業者一般に対する支援

の仕組みを構築

➢ビジネス支援センターにお

ける中小企業診断士による

創業・経営支援

これから： 従来の支援に加え、

次代の熊本産業の担い手（スタートアップ等）への強力なサポート

➢創業者全体から、新たにスタートアップ等(ベンチャー企業、第二創業者等）を細分化

し、それぞれに適した支援策を展開（メンターによるメンタリング、アクセラレーション

プログラムの開催等）

大
き
く
育
つ
事
業
者
が
熊
本
市
域
の
経
済
成
長
に
寄
与

既存市場にはない新

たな商品・サービス

の創出による、飛躍

的な事業成長を意図

して行う事業
起業・第二創業直後

(Early stage)
事業成長期

(Middle stage)
収益拡大期

(Later stage)

起業・第二創業前

（Seed stage)

成長段階に応じた伴走的な支援

スモールビジネス スタートアップ等

従来のスモールビジネス中心の創業支援に加え、時代の産業の担い手（スタートアップ等）への支援を強化します。
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創業支援策強化にあたっての考え方

本市の創業支援強化に当たっては、重点的に支援を行う独自のテーマを設定の上、関係者の巻き込みや拠点と

なる施設（くまもと森都心プラザビジネス支援施設）の整備を行います。

クリエイティブ

※熊本域内の大企業・スタートアップ・支援機関等10機関にヒアリング

90.0％ 90.0％

令和元年度実施の基礎調査において

創業支援に相応しいと回答した割合

先端テクノロジー

関係者を呼び込める場

②ここに行けば悩みが解決すると思わせる仕組み作り

関係者の巻き込み

③強力なリーダーシップに基づく多様なプレイヤーの巻き込み

④他都市・中央官庁等との密接な連携

テーマに沿う関係者の

具体化

テーマに沿う施設設計

関係者が集まりたくなる

施設設計

重
点
的
に
支
援
す
る
テ
ー
マ
の
設
定

①
地
域
性
の
深
い
観
察
に
根
差
し
た
思
い
切
っ
た

施
策
の
推
進

（本市における重点テーマ）
【重点テーマ】

クリエイティブ、先端テクノロジー

既に代表的なスタートアップを輩出しており、

市民も愛着を抱くなど、

地域に根差し熊本市域の強みとなり得る領域

２

熊本市域におけるスタートアップ支援の方向性
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市域内でスタートアップ・第二創業事業者等の生態系を循環させる事により、イノベーションを持続的に創出する熊本市
版スタートアップエコシステムの構築を目指します。

熊本市版スタートアップエコシステムの構築

成功者は次の

イノベーションの

支援者になる

支援者

ロールモデルとなる

スタートアップ・

第二創業事業者

スタートアップ・

第二創業事業者

（立ち上げ期）

有望なスタートアップ・

第二創業事業者

イノベーションの蕾

イノベーション実

現

イノベーションの可

能性を具現化する

イノベーションの種

イノベーションを

実現できる力をつける

起業家

メンター行政支援者 投資家 ブランディング事業者

起業家予備軍

（学生起業志望者

含む）

熊本市域におけるスタートアップエコシステムの構築

くまもと森都心プラザビジネス支援施設を中心とした、

域内起業活性化に向けたステップ

STEP1
域内関係者のマッチングを通じた起業環境の整備

くまもと森都心プラザビジネス支援施設を中心として起

業家や地場企業、学術研究機関やクリエイター等、域

内関係者の出会いの場を設けることにより、域内に有す
るポテンシャルを発揮できる環境を整備する。

STEP2
ロールモデルとなる起業家の育成

STEP1にて構築した起業環境により、域内のロールモデル
となる起業家を育てる

STEP3
企業の活性化・仕組み化

ロールモデル起業家を中心に域内における起業機運を

巻き起こし、様々な業種業態におけるイノベーションを創
出する
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本市におけるスタートアップ等の支援においては、「場づくり・コミュニティ形成・キーパーソンの巻き込み」の3つが課題
となっています。(域内関係者へのヒアリング等の結果より）

ヒアリングからの示唆

◼ 創業支援に繋げられるようなコミュニティが形成できていないという

課題認識はスタートアップ・関係者共に一致している

➢ 小さなコミュニティは存在しているがそのまとめ役が不在

◼ 令和元年度実施基礎調査の結果の通り、

各関連者を繋げる為の場づくりが必要である

➢ 関係者が集い、繋がる為の拠点となる施設が必要

◼ コミュニティ形成に係る施策が必要であり、ついてはビジネス支援拠

点において中心的となる・メンター陣・コミュニティコーディネーターが必

要である

➢ コミュニティ形成に係るキーパーソンを発掘し、巻き込むことが重要

93.2％

68.5％

新施設の設置が必要であると

回答した割合

コミュニティ形成には各機関を繋ぐ

中心となる人物が必要と回答した割合

創業支援に係り

コミュニティ形成が主な課題と回答した割合

73.3％

主な質問の回答結果集計課題

関係者が集う為の

場づくり

キーパーソンの

巻き込み・発掘

コミュニティ形成

に係る仕組みの構築

※熊本域内のスタートアップ・支援機関等15機関にヒアリング

熊本市域におけるスタートアップ支援のポイント



スタートアップ支援の拡充
〜熊本市域で新産業創出に資する起業家の発掘から事業成長支援、ネットワーク形成までを

支援する熊本市主催の起業家支援プログラム〜

2021年9月～10月（発掘） 2021年11月～翌2月（育成） 2022年3月

9月9日

キックオフ

イベント

（事業説明会）

スタートアップ企業募集・選定
アクセラレーションプログラム

（個別伴走型支援） アフターフォロー

コミュニティイベントの実施

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル



新しいくまもと森都心プラザビジネス支援施設について（R4年度～）

起業に関係する数多くの関係者の皆様の集まれるスタートアップ支援拠点を目指し、くまもと森

都心プラザビジネス支援施設をリニューアルします。

既存機能の拡充 新たな機能の付加

〇ビジネス支援相談窓口

コロナ禍におけるニーズの高まりも踏まえて

スペースを拡充し、中小企業診断士等

の専門家による相談業務を継続。

〇創業支援室 (10㎡×6室予定)

創業を志す方や創業1年以内の方が無

料で入居できるスペースを拡充し、入居

者に専門家による助言等を行うことによ

り、創業や経営ノウハウの習得を支援。

入居期間 １年以内

〇起業家支援スペース

スタートアップ支援の為のメンターを配置

し、ビジネスプラン形成・ブラッシュアップ

等の支援を行うことができる起業家支援

スペースを新たに設置する。

〇有料スモールオフィス(30㎡×10室予定)

スタートアップや第二創業者が入居でき

る有料の貸しオフィスを新たに設置。

域内スタートアップのロールモデルとなるよ

うな対象者を選考し、メンター、キーパーソ

ン等との連携を深める。

入居期間 ２年以内
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新しいくまもと森都心プラザビジネス支援施設について（R4年度～）

【起業家支援スペース内カフェスペース】

【起業家支援スペース】【入居スペース（スモールオフィス・創業支援室）】

【エントランス】

※画像はイメージです
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スタートアップ支援に向けた取り組み

Kumamoto City Pitch

開催日時 令和3年1月29日(金)
14：00～18：00

会 場 オンライン開催

プログラム スタートアップピッチ部門

ベンチャーピッチ部門

リバースピッチ部門

パネルディスカッション部門

登壇企業 合計16社

パネルディスカッション部門

令和２年度より、ベンチャー企業のマッチングを支援する「Kumamoto City Pitch」を開催！

スタートアップピッチ部門



Kumamoto City Pitch パートナー企業

「Kumamoto City Pitch」の趣旨をご理解いただき、ご賛同いただいた団体様にパートナー

企業として参画。登壇企業との事業連携、協業、資金提供や各種リソースのご提供を前
向きにいただくなど、様々な角度からベンチャー企業との共創をご検討いただきました。

３５社


